
 

一 

〇
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

対
照
表 

◎
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
（
第
五
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

 

（
国
の
責
務
） 

第
二
条
の
二 

（
略
） 

２ 

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
に
当
た
つ
て
は
、
原
子
力
施

設
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
次
条
第
四
号
及
び
第
二
条
の
四
第
一
項
に

お
い
て
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
原
子

力
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
安
全
性
の
向
上
に
不
断
に
取
り
組
む
こ
と

等
に
よ
り
そ
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
原
子
力
事
故
に

よ
る
災
害
の
防
止
に
関
し
万
全
の
措
置
を
講
じ
つ
つ
、
原
子
力
施
設
が
立
地

す
る
地
域
及
び
電
力
の
大
消
費
地
で
あ
る
都
市
の
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
国

民
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
し
、
そ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
に
必
要
な
取
組
並
び
に
地
域
振
興
そ
の
他
の
原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地

域
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

 

 

（
国
の
責
務
） 

第
二
条
の
二 

（
略
） 

２ 

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
に
当
た
つ
て
は
、
原
子
力
施

設
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
次
条
第
四
号
及
び
第
二
条
の
四
第
一
項
に

お
い
て
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
原
子

力
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
安
全
性
の
向
上
に
不
断
に
取
り
組
む
こ
と

等
に
よ
り
そ
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
原
子
力
事
故
に

よ
る
災
害
の
防
止
に
関
し
万
全
の
措
置
を
講
じ
つ
つ
、
原
子
力
施
設
が
立
地

す
る
地
域
の
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
信
頼
を

確
保
し
、
そ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
必
要
な
取
組
及
び
地
域
振
興
そ
の
他
の

原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地
域
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

責
務
を
有
す
る
。 

  
 



  

二 

◎
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第 

 
 

号
） 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

 
 

 

附 
則 

 

（
検
討
） 

第
十
八
条 

（
略
） 

２ 

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し

た
後
適
当
な
時
期
に
お
い
て
、
新
電
気
事
業
法
の
規
定
の
実
施
状
況
、
原
子

力
施
設
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
原
子
力
施
設
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
立
地
す
る
地
域
及
び
電
力
の
大
消
費

地
で
あ
る
都
市
の
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
理

解
の
状
況
、
原
子
力
施
設
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
原
子
力
事
業
者

（
新
原
子
力
基
本
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
を
い
う
。
）

の
取
組
の
状
況
、
発
電
用
原
子
炉
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
条
第
五
項
に
規

定
す
る
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
開
発
及
び
建
設

の
状
況
、
原
子
力
に
関
す
る
技
術
開
発
の
状
況
、
電
気
の
需
給
の
状
況
、
経
済

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
電
気

事
業
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、

新
原
子
炉
等
規
制
法
の
施
行
の
状
況
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
発
電
用

原
子
炉
の
設
置
の
許
可
等
に
係
る
審
査
の
効
率
化
及
び
審
査
体
制
の
充
実
を

 
 

 

附 

則 

 

（
検
討
） 

第
十
八
条 

（
略
） 

２ 

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し

た
後
適
当
な
時
期
に
お
い
て
、
新
電
気
事
業
法
の
規
定
の
実
施
状
況
、
原
子

力
施
設
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
原
子
力
施
設
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
立
地
す
る
地
域
の
住
民
を
は
じ
め
と

す
る
国
民
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
理
解
の
状
況
、
原
子
力
施
設
の
安
全
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
原
子
力
事
業
者
（
新
原
子
力
基
本
法
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
を
い
う
。
）
の
取
組
の
状
況
、
原
子
炉
等
規
制
法

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
の
開
発
及
び
建
設
の
状
況
、
原

子
力
に
関
す
る
技
術
開
発
の
状
況
、
電
気
の
需
給
の
状
況
、
経
済
社
会
情
勢

の
変
化
等
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
電
気
事
業
法
の

規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。 

 

３ 

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、

新
原
子
炉
等
規
制
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 



 

三 

含
め
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第

二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。
）
の
安
全
の
確
保
の

た
め
の
規
制
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

（
略
） 

 

    

４ 

（
略
） 

 

  


